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❷災害対策
常に新しい情報を患者さんに提供できます。 
カード、PDF、メールの3種類で出力可能で
す。

❶患者管理
基本となる患者データベースです。 
履歴を蓄積していくことにより様々な活用が
見込めます。

❸至適透析
血液検査データと透析条件を元に解析します。 
グラフで経過も追いながら適切な透析条件を
導きます。

❹フットケア
細かいチェック項目で透析患者さんの足を守
ります。iPadを使えば、撮った写真をそのまま
保存できます。

❸体重計・透析機と連動
完全ペーパーレス化を実現できます。体重計に
搭載された顔認証機能で患者撮り間違えを防
ぎます。

各項目の的確なカテゴライズが使いやすさの秘密です。 
UXのこだわりは業務効率を大幅に改善します。

dottoHDは、大阪府泉南市にある泉南新家クリニックで開発されました。 
　開発した臨床工学技士の田代庸平さんは、患者さんのために作ったのです。 
「効率化された業務で生まれた時間を患者さんに向けることができる。適切に管理され
たデータと情報はヒューマンエラーを防ぐことができる。」と考えました。 
透析室の現場で、透析医療に従事しながら作ったからこそ、他社のシステムにはない現
場の痒いところに手が届くシステムとなっています。


